
鎌倉市スマートシティ官民研究会の開催趣旨

≪背景≫
　令和2年4月からスタートした「第4期基本計画実施計画重点事業」における今後6年間の事業工程

▼　本市のスマートシティの構築に向けた方向性を定める構想を策定する（令和2年度、令和3年度）
▼　構想の策定と並行し、市民の理解とまちづくりへの参画を促す取組を進める
▼　各ステークホルダーとの共創関係による推進体制を整備する

≪目的≫
　複雑・高度化する本市の社会課題に対して、行政だけの力で解決することは不可能

▼　本市の課題解決に向けて、民間企業が持つテクノロジーの導入の可能性を広く議論することで
▼　官民連携の取組を加速化させ、社会課題のスピーディーな解決を目指す
▼　共創関係によるスマートシティ構築のためのプラットフォーム



『SDGs共生みらい都市かまくら』の実現に向けて

鎌倉市※本資料は、鎌倉市における地域課題と、その解決策としてのスマートシティの方向性等について、検討中の内容を取りまとめたものであり、記載内容は決定事項ではなく、実現を担保するものではありません。



東京から55分

東京

横浜

鎌倉
横浜から25分

面積：39.67k㎡　/　人口：約17万人
高齢化率：30.6％

鎌倉市について



SDGｓ共生みらい都市かまくらの実現

いつの時代も古いものを大切にしながら
新しいものを取り入れて新たな価値を築いてきた鎌倉

市民力・地域力に支えられてきたまち鎌倉

この理念を引き継ぎ、ヒトとテクノロジーが寄り添う
『共生みらい都市』を目指します

※本資料は、鎌倉市における地域課題と、その解決策としてのスマートシティの方向性等について、検討中の内容を取りまとめたものであり、記載内容は決定事項ではなく、実現を担保するものではありません。



5

概念的には両立しえない（見えない障壁がある）と考えられるものを、
テクノロジーの活用により両立させ、市民のＱｏＬの向上とともに、
真の共生社会の構築を目指します。

市民と旅人
シニアと若者
障がいがある人とない人
人間とAI
新しいものと古いもの　・・・

世界に誇る豊富な歴史的遺産
海と山に囲まれた魅力的な風景

防災・減災、市民の安全・安心
快適な移動、利便性

Kamakura Switch 既成概念に基づくと一見対立すると思われる概念や存在の双方の特徴を交換してみる。
そこから発見される洞察をもって、単純な対立を超えて課題に向き合うアプローチ
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大船地区（大船駅周辺拠点）

旧鎌倉地区（鎌倉駅周辺拠点）深沢地区
（深沢地域国鉄跡地周辺拠点）
約31haの未利用地を含むグリーンフィールド

古都鎌倉の風格と
ブランド力を持つブラウンフィールド

鎌倉の地域経済を支えるブラウンフィールド

梶原地区（野村総研跡地）
3拠点の中間に位置する約17haの未利用地

鎌倉のまちの骨格

※本資料は、鎌倉市における地域課題と、その解決策としてのスマートシティの方向性等について、検討中の内容を取りまとめたものであり、記載内容は決定事項ではなく、実現を担保するものではありません。



質の高い行政・民間サービスをいつでもどこで
も享受できるための効果的な行政体制（電
子自治体）や決済インフラが実現されたまち

「ＳＤＧｓ共生みらい都市かまくら」の実現
いつの時代も、古いものを大切にしながら新しいものを取り入れて新たな価値を築いてきた鎌倉。

市民力・地域力に支えられてきたまち鎌倉。この理念を引き継ぎ、ヒトにテクノロジーが寄り添う「共生みらい都市」を目指す。

鎌倉市内外関わらず、すべての人がお互い
を尊重し、多様性を認め、自らが望む形で
社会との関わりを持ち続けられるまち

（社会）社会的包摂・多様性
鎌倉への愛着を持つ人々が、暮らしを豊か
にするアイディアの種を持ち寄り、他の住民を
巻き込んでともに育てていくまち

（経済・産業）イノベーション
歴史的文化的遺産を囲み人々を育む豊か
な水と緑を守りつつ、災害時でも安全・安心
に生活を続けられるまち

（環境）レジリエンス

社会インフラ

目
的

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

②オーバーツーリズムに
よる渋滞・住環境の悪
化（観光と市民生活の両
立）

①超少子高齢化
加齢に伴うQOLの低
下・コミュニティの劣化

障碍者・外国人などの
多様性を受容する意
識・仕組み作りが不十
分

③気候変動と災害激
甚化（津波・浸水・避難
対策）

新産業創出の環境・仕
組みが整っていない

災害関連
データ分析
による減災
対策

ピークシフト
や公共交
通への誘導
を実現する
ロードプライ
シング等の
導入

認知症等や
外出困難な
状況でもコ
ミュニケーショ
ンをとることの
出来るデジタ
ルツール

合理的配慮
を促進するデ
ジタルツール

速やかに市
民の健康
異常へ対
応できる
ツール

自家用車で
の移動が不
要で、歩き
たくなるまち
づくり

新産業（未
病等健康産
業含）創出
に繋げられる
データ活用イ
ノベーションプ
ラットフォーム
整備

データプラットフォーム

スタートアップ
のインキュ
ベーション機
能の拡充

（社会）電子自治体

災害に強い
分散電源シ
ステム

行政手続きにかかるコス
トが膨大（本庁舎移
転）

現金の管理コストやス
ムーズな決済を損なう
各種バリアの存在

オンライン手
続きや事務
処理高効率
化を実現す
る電子政府
化

どんな人でも
バリアなく利
用することが
できるキャッ
シュレス決済

バイタル・運
動データな
どを24時間
体制で管
理し、未病

 を改善

待ち時間が
等不要にな
り、災害時
も医療体制
を維持でき
る遠隔医療

観光客と市
民の相互
理解促進、
観光客のま
ちづくりへの
参加

見えてきた地域課題・方向性
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※以下の地域課題は、若手プロジェクトチームが検討した内容であり、本市のすべての
　 地域課題を網羅したものではありません。今後この内容の精査し、検討を深めていく予定です。



今後、人口減少・超少子高齢社会、そして生産年齢人口の減少傾向が続く
高度経済成長期に大量に造成された斜面地住宅団地（人口密集地）が大規模なものでも６箇所存在
・・・中には高齢化率約50％の地域もあり、都市型の超少子高齢化が本市のあらゆる課題のベースとして影響
右肩上がりの高度経済成長期を前提にした現在の社会システムでは、この先の時代を乗り切ることができない

　　・・・特に子ども、障害者、高齢者等のいわゆる社会的弱者の「安全・安心」「健康」などを守ることがこれまで以上に必要

将来人口推計

斜面地住宅団地の高齢化率（令和元年9月時点）

約48％

約45％

約35％

約39％

約44％ 約28％

地域課題①　超少子高齢化
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三方を山に、一方を海に囲まれた豊かな自然景観に加え、多くの社寺仏閣をはじめとした文化的・歴史的遺産が特徴
近年の台風等の自然災害により、鎌倉の地理的・文化的特性の脆さが露見

　　・・・市民や観光客が密集する地域において、倒木・土砂崩れ・停電などが発生
　　・・・貴重な文化財の倒壊や高齢化地域の孤立などの被害も発生

津波や高潮、浸水は、子ども、障害者及び高齢者などの
災害弱者だけでなく、地理に不案内な観光客にも深刻な
脅威となる。
特に津波は、地震発生から８～10分で到達する。

■令和元年9月9日の台風15号による被害
 ・建物被害 全壊2棟、半壊15棟

 ・がけ崩れ 101件、倒木 558件
・道路冠水６件、浸水 12件

 ・停電 ９月９日から12日にかけて
 　　　　 最大11,200軒で発生

 ・文化財 史跡永福寺跡、円覚寺庭園、
 鶴岡八幡宮の国指定史跡
 国指定重要文化財の光明寺本殿などで被害

地域課題②　気候変動と災害激甚化
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年間2000万人近い観光客が来訪することにより
　　・・・深刻な交通渋滞や緊急車両の到着遅延など、市民生活に不利益と不便、不安を与えている
　　・・・外国人を含む多様な人の滞在により、ごみの減量や災害時対応など、様々な面で観光客との共生が課題

さらに、with&afterコロナを見据え、観光客と市民双方の安心安全の確保が求められる

人口・面積に対する
観光客数が突出して高い

　面積当たり：約 573,000人
　人口当たり：約 130人

深刻な交通渋滞 観光客であふれる道 公共交通機関の大混雑

地域課題③　観光・交通の適正化
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withコロナ時代の行政のDX
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現状と課題
各種行政サービスの手続きで来庁することにより、市役所内に来庁者が密集し、ソーシャルディスタンスの確保が困難
紙での手続きによる膨大な事務作業の発生、書類の手戻り、手続き完結までの大幅な時間が必要

　　→　来庁せずに迅速に手続きを進められるテクノロジーの早急導入が喫緊の課題

〇市ホームページでの紹介

鎌倉の地理的特徴
市域が狭く、市内でも逗子市や藤沢市、横浜市に隣接する地域では、
生活圏が市域をまたいで行われているのが現状　

これから
今後の人口減少社会に向けて、公共施設の再編や都市計画上の立地
適正化を進めていく
市民がいつでも、どこでも質の高い行政・民間サービスを享受できるよう、
効果的な行政体制（電子自治体）や決済インフラの実現が必要



withコロナ時代のデジタルデバイド対策
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現状と課題
新型コロナウィルス流行の影響→地域での市民活動に大きな制約（社会的距離の保持→地域活動が展開が不可欠）
町内会など地域活動の主軸を担う多くの高齢者→遠隔でのコミュニケーションを可能にするデジタルツールの活用に課題

これまでの取組と分析
令和元年度から鎌倉リビングラボなどの活動を通じ、高齢者の「デジタルデバイド対策」に取組んでいる

一過性のスマホ・タブレットの使いかた教室を実施しただけでは、デジタル機器の操作が生活に定着しづらい・・・×
身近なコミュニティの中で、気軽にデジタル機器の使い方を教えあう環境づくりが有効・・・〇

これからのデジタルデバイド対策
既に地域からは、オンライン会議開催の技術的支援の要望が出ている
一部地域では、ZOOM等を活用してオンライン会合が開かれ始めている

地域の様々な年代が、デジタル機器を通じてつながり、支えあう環境を作ることで、地域活動を活発
化し、高齢者を中心とするデジタルデバイドと呼ばれる人々の暮らしをより豊かにしていく



鎌倉市では、複数のブラウンフィールド（旧鎌倉地区、大船地区など）と、
これから開発を進めるグリーンフィールド（深沢地区）の両方を市域に有していることが大きな特徴

　グリーンフィールドとブラウンフィールドによる立体的組立

大船地区（大船駅周辺拠点）

深沢地区
約31haの未利用地を含む
グリーンフィールド

古都鎌倉の風格とブランド力を持つ
ブラウンフィールド

鎌倉の地域経済を支えるブラウンフィールド

旧鎌倉地区（鎌倉駅周辺拠点）

旧鎌倉地区や大船地区などのブラウ
ンフィールドで発生している
①災害激甚化、②観光・交通の適正
化、③超少子高齢化などの地域課題
に対し、テクノロジーを活用し先行
して取組む

ブラウンフィールドでの取組の知
見を、今後開発が進む深沢地区の
新たなまちづくりに生かす

さらに、深沢のまちづくりの成果
をブラウンフィールドにフィード
バックし、グリーンフィールドと
ブラウンフィールドの立体的な取
組みを進める

１

２

１

２
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FUTURE　　　　SDGｓ共生みらい都市の実現に向けて

TODAY FUTURE

人口減少
超少子高齢化

担い手不足 財源縮小

気候変動
災害激甚化

観光・交通の
適正化

住民満足度
低下

かまくらの魅力の減少
持続不可能なまち

観光客満足度
低下

持続可能なまち
SDGｓ共生みらい都市かまくら

重くのしかかる課題

Jump Up‼

このままだと…

SDGｓ共生みらい都市かまくらの実現
目　的

手段・ツール
市民の課題に寄り添う

テクノロジーの活用
スマートシティ

※本資料は、鎌倉市における地域課題と、その解決策としてのスマートシティの方向性等について、検討中の内容を取りまとめたものであり、記載内容は決定事項ではなく、実現を担保するものではありません。



FUTURE　　　　SDGｓ共生みらい都市の実現に向けて今後のスケジュール（想定）
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

令和2年度 令和3年度

スマートシティ
構想

庁内
推進組織

官民
研究会

市民
対話

大学等

基本方針の検討・策定

構想の検討・策定 運用

第１回 第２回 第３回 第４回 ≪随時開催≫

≪随　時　連　携≫

本日 第２回 第３回

≪随時開催≫　　個別部会（DX、観光・交通、ウェルネス、防災・インフラ）　

　　　　　　　　　　　　　　検討委員会

≪目標≫
構想策定

≪随時開催≫


